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最近, 我々は女子大学生における食生活と月経
困難症との関連に関する検討を行い, 月経困難症
スコアとカルシウム及びビタミンＡ・Ｋ・Ｃ, 葉
酸摂取量との間に有意な負相関を認めた｡ さらに,
緑黄色野菜及び海草類, 豆類, 果実類, 種実類摂
取量と有意な負相関も認めた｡ そして, 緑黄色野
菜や海草類, 豆類, 果実類, 種実類等に含まれる
抗酸化ビタミンやフィトケミカルが子宮内膜にお
ける活性酸素産生を抑制し, その結果子宮内膜か

らのからのプロスタグランディン (�����������
������) の過剰分泌を抑えることにより, 月経
困難症の症状を緩和する可能性を指摘した )｡
エキストラバージンオリーブオイル (!"���

#��������#!����$%&&) は以前より, 抗酸化作
用, 抗炎症作用を有するフェノール類を多く含ん
でいて, 肥満, 動脈硬化, 心筋梗塞, 脳卒中, 高
血圧, アルツハイマー病, ガンなどの様々な生活
習慣病予防・改善に有効であると報告されてい
る'�()｡ とくに$%&&の含有するフェノール類の
一つであるオレオカンターレは炎症性酵素である
)*)���"*�!���!�'(+&,�') を抑制して, 用量
依存性に非ステロイド系消炎鎮痛剤作用を有して
いることが証明されている')｡ さらに+&,�'は
アラキドン酸から子宮収縮作用のある��を合成
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食生活改善が如何に月経困難症に影響するかに関して検討した｡ 月経困難症スコア@以
上を呈した 6名女子大学生を対象とし, 月経困難症スコア調査後の月経開始日より, 緑黄
色野菜2>6�以上A��*, エクストラバージンオリーブオイル26B�(大さじC杯) 以上A
��*を摂取し, その後@周期の月経開始時での月経困難症スコア, 月経痛 (#��D������
���D!�)��!�%EF) を記録させた｡ 月経困難症スコア, %EFともに介入前に比較して,
介入後G周期, C周期, @周期, どの周期でも有意に低下した｡ 緑黄色野菜, エクストラ
バージンオリーブオイルに含まれるビタミン・フィトケミカルの抗酸化作用・抗炎症作用
が月経困難症改善に効果的である可能性が示唆された｡
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する酵素であり, 月経困難症と子宮内膜における
�����発現との相関が指摘されている !")｡
以上のことを考慮して, 野菜・#$��摂取を

基本とする食生活改善が月経困難症軽減に効果を
現すか否かついて前方視的な調査を行い, 月経困
難症に悩む女子大生の%�&改善に如何に影響す
るかについて検討した｡
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平成�'年度島根県立大学看護学部看護学科(年
次生, 別科助産学専攻生のうちの女子学生)*名に
月経困難症スコア調査表 (表+),)を配布して, 月
経困難症の程度スコアと鎮痛剤の使用スコアの合
計により月経困難症スコアを算出した｡ さらに月
経痛を-./01213124506/7126($89) として評
価した｡ $89は今まで経験した最も強い痛みを
:**, 痛みのない状態を;とした図+に示すスケー
ル上に月経時の痛みの程度として記録させた｡ そ
して, 月経困難症スコア<以上を認めた学生:,名
((年次生:=名, 別科助産学専攻生>名) のうち
:*名 ((年次生?名, 別科助産学専攻生(名) を
対象とした｡
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研究の趣旨・研究内容について記載した依頼文
書と口頭により研究の目的, 研究方法, 協力の任
意性, プライバシーの保護, 参加協力の有無によ
り不利益が被らないことなどを十分に時間をかけ
て説明した｡
月経困難症スコア調査後の月経開始日より, 緑

黄色野菜・淡黄色野菜 (キャベツ, トマト, ピー
マン, カボチャ, ブロッコリー, ほうれん草, 人
参など) = *5以上@A1B, #$�� (C�9��エキ
ストラバージンオリーブオイル (日清オイリオ))
=*D2(大さじ(杯) 以上@A1Bを摂取し, その後
<周期の月経開始時での月経困難症スコア, 月経
痛を $89として記録させた｡ #$��はおもに
野菜摂取時にそのままドレッシングとして使用し
たり, パンに付けたりして摂取するようにした｡
統計学的検討は E133�FG.H36BIJ6/Hを用
いて行った｡
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月経困難症スコア (������������) は介入前
( !"�#), 介入後$周期 (%!#�%&"), '周期 ((!"�
%), )周期 ((!"�%) であり, どの周期も介入前
に比べて有意に低下した (図')｡
*+,(������������) は介入前 ("(!-(�. ),
介入後$周期 ( (!//�#(), '周期 (%.!0(�#(),
)周期 (1(!0(� %) であり, どの周期も介入前に
比べて有意に低下した (図))｡
個々の被験者での月経困難症スコア, *+,の

変化は表'に示す通りである｡
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月経困難症は月経に随伴しておこる病的症状を
いい, 痙攣様の激しい下腹部痛と腰痛を主とした
症候群である｡ 本症は, 子宮内膜症や子宮筋腫な
どの疾患が原因となる器質的月経困難症と原因と
なる疾患がない機能的月経困難症に分類される｡
産婦人科診療ガイドライン婦人科外来編1(%#では,
23 (%の ｢機能性月経困難症の治療は？｣ に対
する+�45��として ｢$. 鎮痛剤 (6,+784な
ど) または低用量エストロゲン・プロゲステロン
配合薬 (9:5�:4��4;�:���<�:��4;��=>?@) を
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投与する (Ｂ)｣ と記載されている�)｡ さらに
 !"#$%& '!()*#+&,-,./01*(+'2#( $+$ 3/0配
合錠の器質的月経困難症に対する有意な月経痛軽
減効果が証明されていて4), 567は機能性・器質
的月経困難症に対して有効であると考えられる｡
女子大学生を対象とした生活調査では月経困難症
により日常生活に支障がある者が8割, 学校を欠
席する者が9割であった:,)｡ また, 同様な他の調
査でも月経困難症に何らかの不快症状を感じてい
る者は多く, 実際に日常生活や学校生活に支障を
きたしていることが明らかとなっている::)｡ した
がって, 若年者の月経困難症に対しても
;<=>?'投与そして;<=>?'投与により十分な
効果が得られない場合には, 567の積極的な投
与が推奨されている:.)｡
;<=>?'の副作用として以前から, 悪心, 嘔
吐, 食欲不振などの胃腸障害, 腎・肝機能障害な
どが指摘されているが, 最近, 腸管透過性亢進が
報告されている:3@:A)｡ 腸管透過性亢進は腸管壁浸
漏症候群 (& )B%0C!'%$*(+/ D5E<) と言わ
れていて, 慢性疲労症候群, リュウマチ, 自己免
疫疾患, 炎症性腸疾患, セリアック病, パーキン
ソン病, 多発性硬化症, 喘息などの様々の疾患発

症との関連が指摘されている:F@:G)｡ 567は処方前
に, 慎重投与例に相当しないか, あるいは禁忌と
なる疾患や病態を有していないかを聴取して, 全
例に身長・体重測定, 血圧測定を行う｡ 服用後の
副作用として悪心・嘔吐, 全身倦怠感, 頭痛, 頻
度は少ないが重篤な血栓症などの有害事象があ
る:H)｡ .,,�年に報告された:A論文を用いて行われ
た/)!)I)$)&%'#'では経口避妊薬 (+()&J+$!()I
J 2!#K 2#&&DLM7) と炎症性腸疾患の関連が認め
られている｡ さらに, LM7のエストロゲン含有
量が低下しても炎症性腸疾患のリスクは低下して
いなかったとされている:�)｡ また, 炎症性腸疾患
は 5E<発症のリスクの一つであるとされてい
る:4)｡ したがって, 上記のようなことを考慮する
と若年女性への;<=>?1567の安易な投与は慎
重にすべきではないかと思われる｡
以前の検討で, 我々は野菜摂取量と月経困難症
程度の有意な逆相関を認めた:)｡ そこで, 今回,
野菜と抗炎症性作用を有する6NLL摂取を基本
とする食生活改善の月経困難症に及ぼす効果につ
いて前方視的検討を行った｡ その結果, 月経困難
症スコア, N=<ともに食生活改善介入前に比べ
て, 介入後9, O, 8周期どの周期でも介入前に
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比べて有意に低下した (図�,  )｡ 野菜に含ま
れる抗酸化作用を有するフィトケミカルによる子
宮内膜での活性酸素発生抑制!"#$), %&''に含ま
れるオレオカンターレの抗炎症性作用#)による子
宮内膜での(')*#発現抑制が子宮内膜での+,
の過剰分泌を抑えることにより, 月経困難症の症
状を緩和したのではないかと推察している｡ しか
しながら, 今回の検討では活性酸素によって生じ
る酸化ストレスのマーカー, (')*#発現の変化
などを測定していないので, この解釈は推察の域
でとどまっている｡ また, 対象!$例全例で介入後
-周期では, 月経困難症スコア, &./とも低下
を認めているが, 介入後�,  周期では月経困難
症スコアおよび&./が上昇した対象例も認めら
れた (表�)｡ この点に関しては, 今回の介入が
プラセボ効果であったのか, 個々の対象例で介入
のアドヒアランスに違いがあったのかなど明らか

ではなく, 検討する余地が多々あるように思われ
る｡
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今回の検討では対象例は僅かながら, 野菜・
%&''摂取を基本とした食生活改善が月経困難
症軽減に効果を現すことが示され, 月経困難症に
悩む女子大生の0'1改善につながる可能性が示
された｡ 今後, 対象例を増やして, 血清学的解析
などを加えて詳細なる前方視的調査を行い, 若年
女性においては, 食生活改善が2/.3451%+投
与とともに月経困難症対策の一つのオプションに
なり得るか検討してゆく予定である｡

 !"#$%&'()*+,&(-',./.0,1%2-3

開示すべき('3関係にある企業等はありませ
ん｡
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